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事業効果 今後の方針の理由

1
農作業支援員の増員数

（人）
3 △ 4 5 1 5 7 5 5 5 5

安定した就労環境を整えること

で、継続的な人材確保が可能と

なり、農作業支援員を次代の農

業経営者として育成することが

将来的な担い手不足に対応す

る。

新規就農フェアに出展し農作業

体験受入のPR、農業求人サイト

掲載による農業就労機械の創

出、新規人材の獲得に取り組

む。

2
農福連携による障がい

者等の雇用（人）
1 8 1 4 1 3 1 1 1 1

障がい者等の就労訓練を通じた

社会参加への後押し、担い手確

保の体制を強固なものとする。

これまで設定した作業受委託契

約内容のほか収穫作業に係る作

業料金の設定など項目を増や

し、更なる活躍の場を創出す

る。

3

農観連携による農業研

修・農業体験ツアーの

利用者数（人）

20 0 40 0 40 24 50 76 50 100

女性や道内外の都市部を中心と

した非農家出身の農業参画を推

進することで、担い手確保の体

制を強固なものとする。

観光協会と連携のもと野外アク

ティビティとアグリハートセン

ターの体験加工室利用との時間

調整など役割分担等の整理を行

い、既存のモニターツアーの検

証・再設定を行う。
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